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天皇皇后両陛下
富山県行幸啓
平成29年5月27日～29日
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
は
五

月
二
十
七
日
か
ら
二
十
九
日

の
三
日
間
の
日
程
で
富
山
県

魚
津
市
で
開
催
さ
れ
る
全
国

植
樹
祭
の
式
典
な
ど
に
出
席

す
る
為
、
富
山
県
を
訪
問
さ

れ
ま
し
た
。
全
国
植
樹
祭

は
、
森
林
や
緑
化
に
対
す
る

国
民
的
理
解
を
深
め
る
た

め
、
毎
年
春
に
国
土
緑
化
推

進
機
構
と
開
催
都
道
府
県
の

共
催
に
よ
り
行
う
国
土
緑
化

運
動
の
中
心
的
行
事
と
し

て
、
昭
和
25
年
か
ら
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
国
民
体
育
大

会
、
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り

大
会
と
並
ん
で
三
大
行
幸
啓

の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

両
陛
下
の
ご
来
県
は
二
〇
一

五
年
の
「
第
三
十
五
回
全
国

豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
」
以

来
一
年
７
カ
月
ぶ
り
で
あ
り

ま
す
。

両陛下は環境問題に関心が深く植樹祭

や海づくり大会など自然回帰に関する

行事は大変よろしい事とのお考えあり

一
年
七
か
月
ぶ
り
の
ご
来
県

行
幸
啓
の
行
程

5
月
27
日
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5
月
28
日
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68
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全
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植
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5
月
29
日

高
志
の
国
文
学
館

富
山
県
美
術
館

富
山
空
港
御
発

特
別
機

皇
居
御
着

皇
居
御
着

し
た
。[

出
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宮
内
庁
ホ
ー
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ペ
ー
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【
天
皇
陛
下
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富
山
県
の
森
林
・
林
業
を

象
徴
す
る
樹
種

◎
お
手
植
え(

3
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タ
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マ
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コ
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ガ
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ヒ
メ
コ
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播
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2
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エ
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ヒ
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タ
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ノ
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【
皇
后
陛
下
】

雪
国
で
あ
る
富
山
県
の
里

山
を
花
で
彩
る
樹
種

◎
お
手
植
え(

3
種)

コ
シ
ノ
フ
ユ
ザ
ク
ラ
・
キ

タ
コ
ブ
シ
・
ホ
オ
ノ
キ
ツ

◎
お
手
播
き(

2
種)

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
・
マ
ル
バ
マ

ン
サ
ク[

出
典

富
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ー
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お
手
植
え
・
お
手
播
き
樹
種

沿道と行幸啓先の奉迎者数は約2万6千

人を動員するなど、富山県は「一揆」

発祥の地だけあって県民性の情熱は相

当なものであった

第68回全国植樹祭は、参加者7500人を動員しサテライト会場（映像見学者）を

含めると1万人を動員した。両陛下も天候に恵まれ御喜びのご様子であった
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天皇皇后両陛下ご臨席

特定非営利活動法人 社会生活促進援護会
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第６８回全国植樹祭とやま 魚津市

両
陛
下
は
こ
の
三
日
間
を

通
じ
て
富
山
県
民
の
熱
烈
歓

迎
ぶ
り
や
、
都
道
府
県
別
の

所
得
番
付
が
五
位
で
あ
る
こ

と
に
も
関
心
を
寄
せ
ら
れ
、

こ
れ
に
対
し
、
知
事
か
ら
は

「
富
山
県
民
は
勤
勉
で
あ
り

共
働
き
世
帯
が
多
く
そ
う
い

っ
た
環
境
の
中
で
も
保
育
園

等
の
待
機
児
童
が
ゼ
ロ
で
あ

り
子
育
環
境
が
充
実
し
て
い

る
こ
と
も
一
因
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
」
と
ご
説
明
申

し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
両
陛
下

も
「
そ
れ
は
良
い
こ
と
だ
」

と
納
得
の
ご
様
子
だ
っ
た
。

三
日
間
の
行
幸
啓
を
通
じ

行
幸
啓
最
終
日
か
つ
平
日

の
月
曜
日
で
あ
っ
た
が
、
そ

れ
で
も
沿
道
～
行
幸
啓
先
に

集
ま
っ
た
奉
迎
者
数
は
約
一

万
一
千
人
を
数
え
、
三
日
間

を
通
じ
た
動
員
数
は
約
五
万

七
千
人
で
、
植
樹
祭
へ
の
参

加
者
数
を
含
め
る
と
約
六
万

七
千
人
に
も
達
し
、
改
め
て

富
山
県
民
の
熱
烈
歓
迎
ぶ
り

に
両
陛
下
も
大
変
御
喜
び
の

ご
様
子
だ
っ
た
。

富
山
県
熱
烈
歓
迎
ぶ
り

ご
訪
問
先
の
高
志
の
国
文
館
で
は
、
聖

武
天
皇
か
ら
親
任
の
厚
か
っ
た
「
大
伴
家

持
の
特
別
展
」
の
ほ
か
、
皇
女
和
宮
や
後

陽
成
天
皇
ゆ
か
り
の
品
の
展
示
を
ご
覧
に

な
ら
れ
ま
し
た
。
両
陛
下
は
、
万
葉
集
に

ご
興
味
が
お
あ
り
に
な
る
ほ
か
、
皇
室
の

歴
史
と
い
っ
た
展
示
に
ご
関
心
を
寄
せ
て

ご
覧
に
な
ら
れ
た
。

こ
の
文
学
館
は
、
歴
史
の
ほ
か
現
代
文

学
の
展
示
も
行
っ
て
お
り
、
漫
画
も
一
文

学
と
と
ら
え
、
同
県
出
身
の
藤
子
不
二
雄

氏
の
代
表
作
で
も
あ
る
「
ド
ラ
え
も
ん
」

の
展
示
も
あ
り
、
両
陛
下
は
そ
の
前
で
も

足
を
止
め
て
ご
覧
に
な
ら
れ
る
一
幕
も
。

高
志
の
国
文
学
館
ご
訪
問

●
豊
か
な
森
を
育
て
、
林
業
・
木
材

産
業
の
明
る
い
未
来
へ
つ
な
げ
て

い
く
大
会

●
森
づ
く
り
と
海
づ
く
り
の
連
携
の

推
進

●
雄
大
な
自
然
な
ど
富
山
県
の
魅
力

発
信

●
「
お
も
て
な
し
の
心
」
で
「
温
か

み
」
の
あ
る
大
会

[

富
山
県
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り]

大
会
基
本
方
針

皇
后
陛
下
は
そ
の
前

で
も
足
を
止
め
て
ご

覧
に
な
ら
れ
る
一
幕

も
。
皇
后
陛
下
は

「
何
と
か
ド
ア
っ
て

あ
り
ま
し
た
よ
ね

？
」
と
話
さ
れ
、

（
知
事
よ
り
）
ど
こ

で
も
ド
ア
と
お
聞
き

に
な
る
と
「
あ
れ
ば

便
利
ね
、
子
供
達
に

と
っ
て
は
夢
ね
！
」

な
ど
と
お
話
に
な
ら

れ
た
。


